
 

令和 8 年度 第１回 駒込第三保育園運営協議会 議事録 

 

日 時：令和 8 年７月 3 日(金) １７：００～１８：００ 

場 所：駒込第三保育園ホール 

出席者：学識経験者    東洋英和女学院大学人間科学部  

保育こども学科教授 坪内千明 

    保護者の会    まとめ役  河田瑛子 

    事業団事務局   保育園課長 吉山文子 

    駒込第三保育園  園長 熊谷昌子  副園長 鈴木圭  主任 入野全弘  

 

【協議事項】 

（１）委員の委嘱について 

 ・委員の委嘱については、運営協議会委員名簿の配付を以って委嘱とする。 

                        

（２）要綱について 

 ・（１）にて確認する。 

 ・別紙参照 

 

（３）会長・副会長の選任について 

 ・要綱第３条第３項および同条第４項の規定に基づき、会長を事務局吉山課長とし、副会長を保護者の会 

河田瑛子まとめ役とする。 

 

（４）委員自己紹介 

 ・保護者の会会長は引き続き役職名を、まとめ役とする。 

 

（５）令和 8 年度事業計画 

 別紙 令和 8 年度 駒込第三保育園 事業計画参照 

 

（６）令和 8 年度行事計画 

 別紙 【令和 8 年度 年間行事予定表】参照 

 

（７）保護者の会より 

<保護者の方からの意見・要望> 

 ・らいおん組(５歳児)でヤゴが羽化した際に、帰宅後に家の図鑑で調べていた。駒三の環境が良いと感じてい

る。土や木があり、自然環境を生かした保育をされている。また今取り組んでいる保育を今後も続けていた

だきたいと思っている。マイ保育園など地域の方に向けて、自然を取り入れた保育内容をアピールしていく

と、入園希望につながっていくと思うので、アピールしていって欲しい。 

 ・マイ保育園は入園後の安心につながっている。 

 ・0 歳児クラスの保護者より、オムツのサブスクを導入して欲しいとの意見がある。保護者がオムツを持ち込 



む枚数が多くて大変な事、先生方の負担も軽減されるのではないか、検討して欲しいとの内容であった。 

以前通っていた保育園でも、オムツのサブスクを利用していた。そこでは使い捨てのエプロンとお尻拭きの 

オプションが付けられた。メリットとして、保育園は無くなった際の貸し出しがなくなる。保護者はオムツ 

に記名することが無くなる・洗濯物が減るなどが上げられる。ただ、利用する人としない人がいる為、園児

の在籍が多い園においては、管理体制を整えないと導入できないとも考えている。導入が難しい理由を伝え

ると良いかもしれない。 

  ・園長より→オムツのサブスクについては、3 年前に一度、法人で検討したが、オムツの収納場所、利用す

る人としない人の把握が難しいという点から導入には至っていない。現状サブスクで届くオムツを収納する

場所がない為、1 回で届くオムツの量を業者に確認し、収納場所が確保できるか、利用する人と利用しない

人がいる場合の把握が保育の中でできるのか等、職員間で検討していきたい。また収納場所の確保に見通し

がついた場合は、検討の一つとして、保護者の意向もアンケートで把握していきたい。 

  

(８)学識経験者様より 

 ・河田さんのお話を聞いて、保護者の方はどこを見て保育園を選ぶのかがわかった。子どもは自然の中で生 

き物に触れる事で育つ。そういう視点で保育園を選ぶ。また行事を通してお母さん同士が知り合う場にな 

るような、開かれた行事であると良い。 

・すくわくではトップダウンではなく、各クラスが主体となっている事が大切。子どもと保育士が一緒に喜 

びを共感できる環境作りが大切だと考えている。 

 

(９)その他 

 

              

以上  

記録 駒込第三保育園 入野 

 


